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円
、
11
・
１
％
減
で
、
馬
瀬
口
地
区
基
盤
整

備
農
道
工
事
や
林
道
舗
装
工
事
の
減
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

商
工
費
は
、
前
年
度
に
や
ま
ゆ
り
工
業
団

地
用
地
売
却
に
伴
う
土
地
開
発
公
社
へ
の
補

填
金
が
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
は
そ
の
分
が

大
き
く
減
少
と
な
り
、
前
年
比
１
億
５
、０

９
１
万
円
、
70
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
は
住
宅
新
築
資
金
、
公
共
下
水
道

な
ど
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
減
少
な
ど
で
、

前
年
比
２
、５
０
１
万
円
、７
・
９
％
の
減
で
す
。

　

教
育
費
は
前
年
比
１
億
２
、８
１
４
万
円
、

19
・
６
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
南
小
学
校
の
増

築
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

消
防
費
は
前
年
比
３
、８
８
１
万
円
、
14
・

４
％
減
で
、
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
減

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

特
別
会
計
は
11
会
計
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的

に
沿
っ
た
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
御
代
田
財
産
区
特
別
会
計
で

は
、
用
地
の
売
却
に
よ
り
歳
入
で
前
年
比
１

億
１
、３
０
９
万
円
、
８
０
５
・
５
％
の
大
幅

な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
保
険
給
付
費

等
の
増
に
よ
り
１
億
31
万
円
、
８
・
４
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
沼
地
区
財
産
管
理
特
別
会
計
は
前
年
度

に
管
理
地
の
売
却
が
あ
っ
た
た
め
、
２
５
６

万
円
、
29
・
８
％
の
減
、
御
代
田
簡
易
水
道

特
別
会
計
も
前
年
度
に
配
水
池
築
造
工
事
が

あ
っ
た
た
め
前
年
比
１
億
８
、５
８
１
万
円
、

57
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
決
算
は
？

平成18年度決算報告

単位：万円

特 別 会 計

会 計 名
歳入

45億9,172万円
歳出

44億3,072万円
決算額 前年度 対前年比 決算額 前年度 対前年比

御 代 田 財 産 区 12,713 1,404 805.5% 12,591 1,358 827.2%

小 沼 地 区 財 産 管 理 602 858 ‒29.8% 572 824 ‒30.6%

住宅新築資金等貸付事業 2,278 2,565 ‒11.2% 2,246 2,513 ‒10.6%

国 民 健 康 保 険 129,553 119,522 8.4% 119,234 112,816 5.7%

老 人 保 健 医 療 91,671 103,048 ‒11.0% 91,618 102,551 ‒10.7%

介 護 保 険 事 業 85,455 80,782 5.8% 82,144 79,300 3.6%

御代田町簡易水道事業 14,020 32,601 ‒57.0% 13,020 28,015 ‒53.5%

小沼地区簡易水道事業 12,096 12,482 ‒3.1% 11,598 11,025 5.2%

公 共 下 水 道 事 業 106,473 100,140 6.3% 105,759 99,689 6.1%

農 業 集 落 排 水 事 業 3,276 3,361 ‒2.5% 3,267 3,326 ‒1.8%

個別排水処理施設整備事業 1,035 839 23.4% 1,023 831 23.1%

合 計 459,172 457,602 0.3% 443,072 442,248 0.2%

単位：万円

平成18年度 起債残高（普通会計）
70億7,852万円

借 入 先 内 訳 金 額
政 府 資 金 236,867

公 営 企 業 金 融 公 庫 168,460

市 中 銀 行 139,746

そ の 他 162,779

合 計 707,852

平成18年度 起債事業

事 業 名 起債額

臨時財政対策債 19,960

単位：万円

※起債残高…町が借りているお金の返済残金
※普通会計に含まれるものは、一般会計と
住宅新築資金等貸付事業特別会計と小沼地区財産管理特別会計です。
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浅
川
佳
子

心
理
相
談
員

成
長
の
段
階

　

九
月
号
で
は
、
性
格
形
成『
子

ど
も
の
誕
生
』と『
口
唇
期
』に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回

も
引
き
続
き
性
格
形
成
に
つ
い
て

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

肛
門
期
…
一
、
五
歳
〜
三
歳
頃

（
離
乳
後
か
ら
入
園
ま
で
）の
こ
と

で
、
子
ど
も
が
ト
イ
レ
で
排
尿
、

排
便
が
出
来
る
よ
う
に
し
つ
け
を

す
る
時
期
で
す
。

　

排
尿
・
排
便
の
し
つ
け
を
通
し

て
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
訓
練

を
す
る
時
期
で
す
。
自
分
の
意
志

で
、
ト
イ
レ
に
行
く
ま
で
排
尿
・

排
便
を
我
慢
す
る
こ
と
。

　

こ
の
し
つ
け
が
し
つ
け
の
原
点

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
し
つ
け
が
厳
し
す

ぎ
る
と「
出
し
た
く
な
い
…
」の
心

理
が
育
つ
傾
向
で「
融
通
が
き
か

な
い
、
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
な

い
、
頑
固
、
ケ
チ
等
」の
性
格
傾

向
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
逆
に
し
つ
け
が
ゆ
る
い
場

合（
ル
ー
ズ
）は
、
自
分
勝
手
、
我

慢
が
出
来
な
い
、
わ
が
ま
ま
、
し

ま
り
の
な
い
性
格
傾
向
に
な
り
、

「
汚
い
汚
い
」と
育
て
る
と
几
帳
面
、

不
潔
を
極
度
に
嫌
う
素
因
に
な
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
際

に「
上
手
く
出
来
た
ね
」な
ど
と
、

お
子
さ
ん
に
声
が
け
を
し
な
が
ら

親
子
関
係
を
築
い
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

男
根
期
…
四
歳
〜
五
歳
頃
で
排

泄
の
し
つ
け
が
す
ん
だ
後
の
幼
児

期
を
い
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
性
別
を
意
識
し
男
の

子
、
女
の
子
と
区
別
を
す
る
時
期

に
な
り
ま
す
の
で
、
男
の
子
、
女

の
子
の
体
の
違
い
や
男
の
子
、
女

の
子
の
良
さ
を
感
じ
と
ら
せ
な
が

ら
育
て
る
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
最
初
の
異

性
は
お
お
よ
そ
異
性
の
親
と
い
わ

れ
ま
す
。

　

女
の
子
は
母
親（
同
性
）を
通
し

て
や
さ
し
さ
や
女
ら
し
さ
を
身
に

つ
け
、
父
親（
異
性
）の
愛
を
欲
し

が
る
時
期
で
す
。

　

男
の
子
は
、
母
親
へ
の
愛
情
や

独
占
欲
が
強
ま
り
父
親（
同
性
）と

ラ
イ
バ
ル
関
係
に
な
る
こ
と
で
父

と
張
り
合
い
ま
す
。
張
り
合
う
こ

と
で
愛
を
得
よ
う
と
し
て
男
ら
し

さ
を
学
ぶ
時
期
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
、
性
別
を
認
め
ら

れ
な
が
ら
育
て
て
も
ら
う
と
自
信

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
人
に
な
り
、
甘

や
か
さ
れ
た
場
合
は
攻
撃
的
、
高

慢
で
う
ち
と
け
に
く
く
、
自
己
顕

示
的
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
自
己

の
弱
さ
、
自
信
を
失
う
こ
と
に
な

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

潜
在
期
…
小
学
生
時
代
に
相
当

し
ま
す
。

　

小
学
校
に
入
り
、
社
会
の
ル
ー

ル
の
中
で
の
生
活
が
始
っ
て
自
分

の
欲
求
を
抑
制
・
抑
圧
す
る
こ
と

を
学
び
と
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
抑
制
・
抑
圧
し
た
欲
求
を
昇

華（
欲
求
を
社
会
的
文
化
的
に
許

容
さ
れ
た
よ
り
好
ま
し
い
傾
向
に

変
容
し
て
発
散
さ
せ
る
）す
る
方
法

を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

昇
華
方
法
が
う
ま
く
出
来
な
い

と
衝
動
的
に
暴
走
し
た
り
、
キ
レ

や
す
く
な
っ
た
り
、
が
ん
ば
り
す

ぎ
た
り
、
ぶ
り
っ
子
等
の
傾
向
に

な
り
が
ち
で
す
。
親
の
愛
情
、
や

さ
し
さ
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
子
ど

も
の
本
音
、
弱
音
、
抑
圧
さ
れ
て

い
る
感
情
を
出
せ
る
場
を
与
え
る

こ
と
で
緩
和
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。

　

性
器
期
…
思
春
期
に
は
い
り
身

体
的
成
熟
と
と
も
に
不
安
や
罪
悪

感
な
し
に
異
性
と
つ
き
あ
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
発
達
段

階（
口
唇
期
、
肛
門
期
、
男
根
期
、

潜
在
期
）の
節
目
を
乗
り
越
え
て

き
た
人
が
理
想
的
な
形
で
成
熟
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

発
達
段
階
で
は
未
解
決
な
問
題
を

持
ち
越
さ
な
い
こ
と
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
が
大
切
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

（
精
神
分
析
家
・
エ
リ
ク
ソ
ン
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
）は「
幼
児
期

か
ら
今
日
ま
で
の
自
分
の
来
歴
を

受
け
入
れ
、
自
己
意
識
が
一
貫
し

て
い
て
明
瞭
で
あ
る
こ
と
。
自
分

の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
な
場
に

お
い
て
、
他
の
人
と
の
関
係
の
中

で
の
共
通
性
と
独
自
性
を
明
確
に

意
識
し
て
い
る
こ
と
」「
自
分
が

自
分
で
あ
る
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
感
じ
る
こ

と
は
、
発
達
段
階
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
成
人
期
、
老
人
期
に
つ
い
て

も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

引
用
・
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典
』

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
総
合
研
究
所

　

テ
キ
ス
ト『
性
格
形
成
』

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ー
ル
み
よ
た

（
32
）9
1
0
0

　

心
理
相
談
室
ま
た
は

　
　
　
　

内
線
1
1
7
番
へ

　

繋
ぐ
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

心
理
相
談
室
の
利
用
に
つ
い
て

　

相
談
日
…
水

　

相
談
時
間
…
午
後
2
時
〜　

　
　
　
　
　
　

午
後
5
時

　

相
談
場
所
…
心
理
相
談
室

　

相
談
料
…
無　

料


